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本日の内容

 研究の概要の紹介

 CPTプログラムの内容の紹介

•よいコミュニケーションのための15のスキル

•演習（一部）の体験
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背景

 高次脳機能障害者の社会参加にとって、コミュニ
ケーションの困難が障壁となる場合がある
•失語症
•認知コミュニケーション障害

 コミュニケーションの問題は周囲との相互関係の
中で生じるものであるため、問題解決のためには、
高次脳機能障害者への支援だけでなく、環境への
働きかけを含めて考えることが重要である
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コミュニケーションパートナートレーニング
（CPT）

 高次脳機能障害者の周囲の人に対して、適切なコミュ
ニケーションの方法について情報提供や助言を行い、
練習の機会を提供する支援技法であり、国内外で研究
が蓄積されている

 現状のCPTは地域社会への統合や、生活の質の改善を
目的として行われており、職場適応の促進を目的とし
たCPTの研究は見当たらない
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高次脳機能障害者の職場適応促進を目的とする
CPTプログラムを開発し、効果を検討する

• 高次脳機能障害者の職場の人的環境（上司、同僚、
企業在籍型ジョブコーチ等）を対象とする

• 職場でのコミュニケーションに焦点をあてる

• 失語症と認知コミュニケーション障害の両方に対応する

• 今後の職リハサービスにおいて、実用化の可能性があ
るプログラム

目的
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再改良版プログラム（休憩時間を含め7時間30分）

オリエンテーション 5分

（講義）高次脳機能障害とは 10分

（講義）コミュニケーションを支える認知機能 15分

参加者の自己紹介、グループで参加のきっかけなど意見交換 15分

会話場面の録画①（希望者２名のロールプレイを録画） 10分

観察演習１（動画の登場人物のコミュニケーションについて話し合い） 15分

（講義）よいコミュニケーションのための15のスキル 70分

観察演習１の解説 20分

観察演習２（動画の登場人物のコミュニケーションについて話し合い） 10分

観察演習２の解説 15分

スキル演習１（テーマ：わかりやすい言葉を選ぶ） 15分

スキル演習２（テーマ：簡潔な文で話す） 15分

スキル演習３（テーマ：話す内容を整理する・視覚情報を活用する） 20分

スキル演習４（テーマ：伝えるスキル総合） 30分

スキル演習５（テーマ：相手の様子をよく見る・ゆっくり待つ） 30分

スキル演習６（テーマ：推測して確認する・聴き取るスキル総合） 30分

会話場面の録画②と振り返り 15分

まとめと質疑応答 30分
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1. 会話に集中できる環境作り・態度
2. 話す前に相手の注意を引く

3. わかりやすい言葉を選ぶ
4. ゆっくり話す
5. 簡潔な文で話す
6. 話す内容を整理する
7. 大事なことは強調する

8. 相手の様子をよく見る
9. 返事をゆっくり待つ

10. 視覚情報を活用する
11. 推測して確認する

12. わかったふりはしない
13. 急に話題を変えない
14. 本質的でない誤りは指摘しない
15. 相手を試す質問はしない

よいコミュニケーションのための15のスキル

最初に

話すとき

聴くとき

ステップアップ

しないこと
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プログラムの効果測定の方法

 研究参加者（企業従業員）
•高次脳機能障害者の上司、同僚など
•企業在籍型JC、障害者職業生活相談員
•就労継続支援A型支援員

※参加者31名のうち、CPTプログラムと測定の
すべてに参加した28名をデータ分析対象とした
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 研究デザイン（待機リストを用いた非ランダム化比較試験）

参加者（28名）

介入群（16名） 待機群（12名）

CPT

CPT

測定１（知識・興味・自信・意欲）

測定２（知識・興味・自信・意欲）

待機

フォローアップ調査
（CPTの１か月後）

フォローアップ調査
（CPTの１か月後） 10



 測定項目

知識：高次脳機能障害者とその上司が会話をする架空場面
の動画①及び②を参加者に呈示し、上司役の人物のコミュ
ニケーションの改善すべき点を記述するよう求め、挙げる
ことができた適切な改善点の個数を得点とした
（予め用意した採点基準に基づき、研究担当者2名が独立
して採点した）

興味
自信
意欲

10点刻み、11段階のリッカート尺度を用いた
参加者の自己評定とした

0 ：まったく興味/自信/意欲がない
100：とても興味/自信/意欲がある
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結果

 知識
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分散分析を行ったところ、統計的に有意な交互作用が
認められた（動画①：p = .008, 動画②：p = .007）

※採点者間の採点の一致率は課題①②の両方において、94.6％であった
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 自信
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分散分析を行ったところ、自信と意欲に関して、統計的に
有意な交互作用が認められた（自信：p = .000, 意欲：p

= .040）。

興味に関しては、交互作用が有意傾向であった（p = .079）。

 意欲
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 参加者の感想（プログラム直後）

•今日は終日かけて特性を知る→実践すると深堀りした
内容で、とても良かったです。実際にやってみない
と、知ったつもりでも出来ないということが発生する
からです。（中略）聞くだけのセミナーはたくさんあ
りますが、実践のものは頭に入りやすいです。

•グループワークがとてもためになった。率直な意見を
具体的にもらえたこと。

•職場では１対１でコミュニケーションを取ることがで
きず、環境的にも雑音の中で会話しています。現状に
あった設定の中での対応を学びたかった。

•実際の職場で、今日の対応ができるかと言うと、難し
い部分も多いと思う。
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 フォローアップ調査（コミュニケーションの変化）

•本人の理解度をキチンと確認でき、事後のくいちがい
がなくなった。

•今まで理解度がどの位かわからず、業務を限定的にし
か渡せていなかったが、マニュアルと説明をしっかり
することで、特定業務の専属にしたところ、非常に安
定しており、業務成果も期待以上であった。

•今まで、指示、指導、体調確認の会話が主でしたが、
冗談や雑談が増え、笑顔を見る機会、場面が多くなっ
たように感じます。

•15のスキルを実行するようにつとめていますが、
（中略）他の業務量とスピードを行いながらの実行
は、非常につらいものがあります。
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 フォローアップ調査（更に知りたいこと）

•本人の社会的行動障害からくる他者とのコミュニケー
ションスキルの欠如（仲間をイラッとさせてしまう／
不適切・失礼な言い回し、等）に対するアプローチ方
法。

•感情コントロールができない時（暴言や物にあたる
等）考えることを諦め（または時間をかける）他者に
甘え、作業を引き渡す周囲社員のストレスコントロー
ル法。

•本人が障害の意識がないので、どうやれば本人の自覚
が芽生えてくれるかなと思っています。
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考察

本研究において開発した再改良版プログラムは、
高次脳機能障害者の職場の上司や同僚等の、高次脳
機能障害者とのコミュニケーションに関する知識、
自信及び意欲の向上に対して有効であった

参加者の感想から、演習がプログラムの効果に寄与
したことが窺われ、知識付与と体験の両方が重要で
あると考えられた

プログラムを今後、更に発展させる上で考慮に入れ
るべき課題が見出された
• 忙しい職場でのコミュニケーション
• 社会的行動障害への対応
• 支援者のストレス

個別対応につながる
相談窓口の紹介など
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本研究の限界と今後の課題

 CPTの効果について参加者側の変化からのみ検討
した点は本研究の限界

→高次脳機能障害当事者の職場適応に関する指標
（例えば、職業満足度や職場ストレスなど）について、
CPT実施の前後での変化を検討することが必要で
あると考えられる

 その他の課題として
• プログラム内容のブラッシュアップ
• 効果の長期的持続に関する検討
• より厳密な研究デザイン（ランダム化比較試験）
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本日の内容

 研究の概要の紹介

 CPTプログラムの内容の紹介

•よいコミュニケーションのための15のスキル

•演習（一部）の体験
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 ẕ ǵ˲ǲǯǪǭƲ50 ș1 Ἤǡǫ ǜǞǭ ǠȒ
ǚǯǶǯǭȉ Ǟǋ ǲ ǲ ǋǭȉȐǍ Ǔȏǋ
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11 Ǟǭ ǠȒ

ǓƲ̟ǏǦǋǚǯșǱǒǱǒ ǲǮǔǱǋǮ
ǋȒǯǔ ǲẕ ǵ˲ǵḹֻ

 ƼǶǋƽǒƼǋǋǏƽǮ ǏȐȓȒ ᵂșǠȒ
͈ ƼƦƦǲ ͜ǓǉȒǚǯǮǠǒ ƽ
ͽ ƼơơǮǶǱǋȚǮǠǴ ƽ Ǐǲǖǋ

 șס ǠȒ
͈ ƼƦƦǮǠǒ ǤȓǯȉƦƦǮǠǒ ƽ

 ȑșס ǠȒ ͈ Ƽ˹ǵ̱ Ƕ ƽ

 ֚ꜘǓ ǱǯǔǶ ȈǫǘǡƲ ᵂǵ˿ ș
ẀǏǭȆȒ

Ϸ ǋ
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12 ȖǒǪǦǼȑǶǞǱǋ

Ǔ̟ǏǦǋǚǯșǰǍǞǭȉ Ȇ֝ȓǱǋǯǔ

 ƼȖǒǪǦǼȑƽǶƲɆɧɔɩǵϷ

 ƼƦƦǓơơǯǋǍǯǚȔȅǮƲѝǒȑȅǞǦƽ
ǯ ǮǔǦ ѝș̟ǏȒ

 șǑǋǭƲ ȓǭǋǱǋǯǔǲƲ
ȉǍʝ↓ ǋǭȆȒ
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13 ǲל șẀǏǱǋ

 ǓẀȖȒǯǔǶƲǤǵǚǯǓǶǪǔȑ̟Ȗ
ȒȏǍǲǠȒ

ǯǚȔǮƲ
ǶẀȖȑ

ȅǠǓ

ǶƦƦǵ
ǚǯșǑ
ǔǞȅǠ
ǓƲ

ȹɁɆǵ ǵ ὡ ⱲǵƼ ǏƽǓẀǏǲǖǋǚ
ǯƳ ω Ǯⅎǖ ȐȓȒ
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14 ǮǱǋ ȑǶ ǞǱǋ

 ̲ș̟ǏǦǒǪǦǵǒӦѝ ǮǔȒḹֻǶƲ
ǋ ȑȏȑȉƲɟɁȹɶȶǲꜘ ǠȒ

 ǞǦǒȐǯ ǪǭƲ ǵǯǔǲ Ǟǖ ǏȒ
ǯǶ ȐǱǋ ș ȐǱǋ ǮǶǱǋ

 ̲ș̟ǏǦǒǪǦǵǒǶǪǔȑǞǱǋǯǔǶƲ
ș Ǎ ƼƦƦǵǚǯǮǠǒ ƽ

ǍǨǵǴǚƲ
ǒȖǋǋǮǞȎ

ẕ ǵǉȒ˲
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15 ș Ǡ ᵂǶǞǱǋ

ͽƼ ș ǏǭǋȅǠǒ ƽ

ͽƼ ǵ ǶǰǍǠȒȚǮǞǦǒ ƽ

• ѝǓ ș ǪǭǋȒ ᵂșǠȒǵǶẕ
͈Ẇ ϼ ǯ ♪Ʋ ǯἧƲἶҘ

• ὡșǫǔǫǘȒǚǯǲǱȑƲȷɆɪȷǲǱȒǚǯȉ

 ̟ǏǦǚǯș Ǔ ǏǭǋȒǒⱲ ǱǯǔǶƲ
ǠȏȑȉƲȉǍʝ↓Ʋ Ǟǋ Ḹș̟ǏȒ

̸ ǶƲǤǨȐǵ
ɌɶɆǲ ǔȅǞǦǴƳ
ʝ ǲ ǭȆȅǞȎǍƳ
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ǀȷȫɩ 4ǁ̟ǏȒȷȫɩ ֻ

ǚȓȅǮǲ ǞǦǠȀǭǵȷȫɩș ǞƲ
ᾜǞ ǱКὦșȖǒȑȋǠǖ̟ǏǭȆȅǞȎǍ

 ȩɶɇǵʴǒȐƲ3ѝ ↓Ǯ ǮǔǤǍǱɄɶɜș Ǻȅ
ǞȎǍ
ɵɘȠКǮɄɶɜǓ ǱȐǱǋȏǍǲǞǭǖǧǜǋ

 ɘȠКǮ Ʋ׀1☻ ǔ ș׀1 Ȉǭǖǧǜǋ
ɵǉǯǮ☻Ҋ˧̈ǞȅǠ
ɵ ǯɘɱǶ ǲ̓Ǫǭǖǧǜǋ

 ˓♥Ʋ ǟǦǚǯșȱɟɱɆǞǉǋȅǞȎǍ
•ȷȫɩș ǮǔǭǋǦ
•ȉǪǯ›ẑǮǔȒ
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ș ǠǚǯǓ Ǟǋ˲Ǔ̟ǏǦǋǚǯșƲ
șϐǒǢǭ ǔ֝ȑȅǞȎǍƳ ᵂǿǵ֚ꜘ

Ǔ ǱǯǔǶƲʞᾁǲ ǞȅǞȎǍƳ

 ֿṲǵɘȠǮ ᵂ☻ǯꜘ ☻ș Ȉǭǖǧǜǋ

 ᵂ☻ǵ ǶƲǚȓȅǮǲ ǞǦǠȀǭǵȷȫɩș
ǞǭƲꜘ ☻ǵ˲ǵ ǋǦǋǚǯș╠ǔїǞȅǞȎǍ

 ꜘ ☻ǵ ǶƲǑ ǞǠȒƼǑ ƽǯƼɩɶɩƽǲ Ǫǭ
ꜘ Ǟǭǖǧǜǋ

 10 ѝ ↓Ǯ șӢўȑȅǠƳ

ǟǦǚǯșВ ǞȅǞȎǍ

ǀȷȫɩ ǁ Ǟǭ ǠȒ
ǔ֝Ȓȷȫɩ ֻ
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